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１． 総合評価 

優れている 
 
 

【評価コメント】 
アルツハイマー病（AD）、ドラベ病、筋萎縮性側索硬化症（ALS)、パーキンソン病（PD)、

紀伊半島に多発する ALS/パーキンソン認知症複合 (紀伊 ALS/PDC）を研究対象疾患と
し、研究論文数が豊富であり、若手研究者の育成にも多大の貢献をした点で、高く評価さ
れる。なかでもマイクロ流体デバイスの作製により大量の運動神経軸索を入手可能にし、
iPS 細胞からアストロサイト、ミクログリア、さらには脳オルガノイドなどの誘導法、迅
速な神経細胞の誘導法などの技術開発に貢献した。発表論文数、疾患特異的 iPS 細胞の
樹立数と寄託数、拠点内外への支援数等は数値目標・内容共に目標を大きく上回り、特許
出願数も多い。本研究で得られた知見、技術は対象疾患のみならず、認知症の治療戦略に
も発展する可能性が高い。今後の認知症という common disease への展開が期待できる。 

 


